
広報によど川 7月号 《8》

新たな難視聴地域となる個別受信設備の改修経費を助成
　地理的、地形的な条件により地上デジタルテレビ放送が良好に受信できない

地域で、難視聴を解消することを目的とするための個別受信設備の改修等を受

信世帯が行う場合に、その経費の一部を助成してくれます。該当すると思われ

る地域の方は、仁淀川町役場企画課まで、お問い合わせください。

事業内容

　標準性能を超えるアンテナなどを用いたり、受信点を

移設などすることにより、地上アナログテレビ放送の受

信設備を地上デジタルテレビ放送対応に改修する費用を

助成する事業です。

助成対象者

　新たな難視聴地域となる個別受

信設備での受信世帯となります。

※共同受信施設組合に加入してい

ない世帯
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テレビ放送

高性能等アンテナ対策事業高性能等アンテナ対策事業

助成事業実施者：総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）

　　　　　　　　デジサポ高知　☎０８８－８１３－００００

問い合わせ：仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

10
月
１
日  

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
十
月
一
日
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
（
外
国
人
を
含
む
）
を
対
象

に
、
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
統
計
法
に
基

づ
き
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
最
も
重
要

な
統
計
調
査
で
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対

策
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
国
勢
調
査
は

　
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す

る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考

え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の

人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
調
査
で
す
。

提
出
方
法
の
変
更

　
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入

れ
て
封
を
し
て
か
ら
調
査
員
に
渡
し
て
く
だ

さ
い
（
調
査
員
は
原
則
調
査
票
の
確
認
を
行

い
ま
せ
ん
）
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
、
同
封
の
「
国
勢
調
査

郵
送
提
出
用
封
筒
」
に
よ
り
、
郵
送
（
切
手

不
用
）
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
企
画
課

　
☎
３
５
・
１
０
８
２

　
池
川
総
合
支
所
住
民
課

　
☎
３
４
・
２
１
１
１

　
仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　
☎
３
２
・
１
１
１
１

国勢調査については、こちら

でもご覧いただけます。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/

2010/kouhou/index.htm

国勢調査e-ガイド 検　索
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交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ
佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　
五
藤
　
鯉
喜
様 （
別
枝
本
村
）

　
長
山
　
孝
雄
様 （
狩
山
日
浦
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
に
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
広
報
寄
付
金

　
掛
水
　
宗
美
様（
城
陽
市
）

　
西
田
　
守
友
様（
高
知
市
）

　
山
口
　
　
均
様（
茨
木
市
）

　
伊
藤
加
寿
子
様（
高
知
市
）

　
種
田
　
初
子
様（
高
知
市
）

　
片
岡
　
義
友
様（
東
久
留
米
市
）

　
西
森
　
準
典
様（
高
槻
市
）

　
坪
内
　
　
篤
様（
高
知
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
広
報
発
行
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

　
第
二
十
九
回
大
西
小
校
友
会

総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま

す
。
旧
校
舎
対
岸
の
国
道
整
備

が
進
み
、
景
色
も
か
な
り
変
わ

り
ま
し
た
が
、
学
び
や
跡
地
で

童
心
に
帰
っ
て
語
ら
い
ま
せ
ん

か
。
旧
友
を
誘
っ
て
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時

　
８
月
16
日（
月
）正
午
か
ら

場
所

　
大
西
多
目
的
集
会
所

参
加
費

　
男
性
　
三
千
五
百
円

　
女
性
　
二
千
五
百
円

申
込
期
日

　
８
月
11
日
（
水
）

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

　
会
長
　
　
大
西
　
文
雄
　

　
☎
０
８
８
９
・
３
４
・
２
５
０
４

　
副
会
長
　
大
原
　
喜
幸

　
☎
０
８
８
９
・
２
４
・
７
７
５
９

※
校
区
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
各
区
長
さ
ん
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
西
小
校
友
会
総
会

の
ご
案
内

〜
従
業
員
募
集
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
ご
利
用
を
〜

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
全

国
に
求
人
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
公
共
機
関
と
し
て
行
う
サ
ー

ビ
ス
で
す
の
で
、
利
用
に
関
し
て

の
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
募
集
を
お
考
え
の

際
は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。専
門
担
当
者

が
お
伺
い
の
上
、求
人
申
し
込
み

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
中
・
高
等
学
校

卒
業
者
の
求
人
受
理
も
六
月
二

十
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
将
来
の
地
域
社
会
の
担
い

手
で
あ
る
新
規
学
校
卒
業
者
の

採
用
に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご
検
討
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
崎

 
（
公
共
職
業
安
定
所
）

　
〒
７
８
５

－

０
０
１
２

　
須
崎
市
西
糺
町
４

－

３

　
☎
０
８
８
９
・
４
２
・
２
５
６
６

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

佐川支部定期総会・支部表彰式
　５月31日に 越知町「三秀」で、平成22年度交

通安全協会佐川支部定期総会が行われ、その中で

63人の支部優良運転者の方が表彰されました。

　仁淀川町からも15人の方が表彰されました。

おめでとうございます。

～来年度も募集します～

　来年度表彰の優良運転者の方を募集中です。自

己推薦でも結構ですので、佐川署内協会窓口で申

請をお願いします。

県民交通安全の日
　毎月20日（土・日・祝日の場合は翌日）の「県

民交通安全の日」には、ボランティアや役場職員

の方が、早朝街頭指導をしてくださっています。

　町民一人一人が、交通

ルールを守り、正しい交

通マナーの実践を習慣づ

け、交通事故のない人に

優しい安全な交通社会の

実現を、町民総ぐるみで

目指しましょう。
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我が町の教育を考える〈その3〉
小規模校ならではの良さもありますが、一方で課題もあります。

　確かに、人数が少なければ、それだけ１人に関われ

る時間が増え、指導や支援も行き届く道理です。それ

に、何をするにも、いわゆる“小回りがきく”のも小

規模校の利点と言えるでしょう。

　一方、不利な点も少なくありません。中でも、先に

も述べましたが、多人数の中で揉まれながら切磋琢磨

する、そこから逞しさや社会性を身につけ、集団の一

員としての自覚を高めるといった点で、どうしても弱

い面が指摘されるところです。

　他にも、小規模校をめぐって一般的に言われる長短

所は、主に次のような諸点です。

□小規模校の長所と短所

　少人数のメリットをどう生かすか、学校ではさ

まざまな工夫を重ねながら、日々の活動を進めて

います。しかし、そこにはおのずと限度も見えて

きます。特に、一定の人数で行う集団活動に支障

が起きてくるとなれば、ことは深刻です。

　言うまでもなく、学校の果たす役割は単に知識

や技能を教えるだけでなく、より良い生き方を学

ぶ手助けをしたり、努力することの大切さを体験

させたり、人間関係を調整する力を培うなど、豊

かな人づくりを目指して多岐にわたっています。

　つまり、これからの社会で、しっかりと生きる

力を身につけさせることが、学校の大事な役目と

言わなければなりません。

　ですから、仮に子どもが一人になっても、学校

そのものは存続が可能ですが、果たしてそれが子

どもの将来にプラスになるのか、という視点と同

時に学校としての機能が問われることになりそう

です。

□学校の果たす役割と機能

　より多くの教育成果を生み出すには、適度な学級・

学校規模を有していることが効果的だと言われます。

それは、何よりも集団の中での相互作用が、子どもの

成長にあずかって大きいからだと思います。

　県内の各所で学校統合が進む中で、平成17年３月

に県教育委員会に設置された小中学校適正規模検討

委員会が、「本県における小中学校の適正規模」につ

いて

①教育効果の観点から、学級規模は20人程度かそ

れ以上が望ましい

②学校経営上の観点から、学校規模は最低小学校12

学級程度、中学校６学級程度が必要である（抜粋）

と提言しています。

　これは、あくまでも望ましい姿であって、参考

資料です。実際には、市町村ごとに実態は異な

り、本町でもここまで述べてきたように、適正規

模とはほど遠い現況となっています。

□学級・学校の適正規模

複式学級での授業風景（名野川小学校５・６年生）

達

せっ  さ  たく  ま
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子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り 「
薬
を
知
ろ
う
！
」

コ
ー
ナ
ー

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

Ａ
Ｌ
Ｔ
8
月
に
帰
国

　
仁
淀
川
町
教
育
委
員
会
に
は
、
二

人
の
ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
在
住
四
年
目
の
モ
ニ
カ
・
ロ
イ
ド

さ
ん
と
、
二
年
目
の
ザ
ッ
ク
・
ス
タ

ン
さ
ん
で
す
。
こ
の
両
人
は
今
年
の

八
月
、
母
国
の
ア
メ

リ
カ
に
帰
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
仕
事
の
内
容
や

仁
淀
川
町
の
子
ど
も

に
対
す
る
感
想
な
ど

を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
仕
事

は
、
授
業
の
助
手
や

実
際
に
自
ら
授
業
を

す
る
こ
と
で
す
。
中

学
校
で
は
、
日
本
人

英
語
教
師
の
助
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
授
業
前
に
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
必
要
な
資
料
や
活

動
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
準
備
を
し
ま

す
。
授
業
中
は
、
正
し
い
発
音
で
単

語
や
英
文
を
読
み
聞
か
せ
た
り
、
生

徒
が
書
い
た
英
文
な
ど
を
添
削
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
小
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
自

ら
が
授
業
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
の

英
語
の
授
業
の
目
的
は
、
話
し
た

り
聞
い
た
り
す
る
能
力
を
高
め
る

こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
授
業

は
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
の

子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
た
ゲ
ー

ム
や
、
体
を
動
か
す
活
動
が
中
心

で
す
。
授
業
中
、
子

ど
も
た
ち
は
い
つ
も

笑
顔
で
楽
し
そ
う
で

す
。

　
二
人
は
「
仁
淀
川

町
の
子
ど
も
は
、
素

直
な
心
を
持
っ
て
お

り
、
積
極
的
に
授
業

に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
語
や
外

国
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
子
ど
も
が
多

い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
秋
葉
ま
つ
り
や
地

域
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
生
徒

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
顔
を
見
せ
る

な
ど
、
地
域
と
深
く
結
び
つ
い
て

く
れ
た
お
二
人
で
し
た
。
帰
国
し

て
か
ら
の
活
躍
を
、
仁
淀
川
町
か

ら
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

☆お知らせ
①移動図書館（巡回バス）が来町します

　高知県立図書館の様々な種類の本をたくさ

　ん乗せたバスがやってきます。

　一般の方の参加も大歓迎ですので、ぜひお越

　しください。

7月29日（木）
　仁淀教育事務所　10時10分～11時30分

　（問い合わせ　☎３２－１０４１）

　中央公民館　13時～15時

　（問い合わせ　☎３５－００１９）

※今回のみ通常の滞在時間と異なります。ご注

意ください。

②中央公民館３階図書室ではさまざまな展

示を行っています

・新書コーナー、「薬を知ろう！」コーナー

 ７月30日（金）まで

・利用者リクエストコーナー

 毎月入れ替えをしています

・夏休み企画「野外遊び・工作の本」コーナー

 ８月31日（火）まで

③７月21日（水）～８月20日（金）は雑誌愛読

月間です

④読書支援ボランティアを募集しています

　余暇を使って本に関する活動をしませんか。

子どもの読書活動支援員と一緒に町内の小中

学校、保育所（園）に出向き、子どもたちに読み聞

かせをしたり、新しい図書の受付や各地区に残

る図書の整理、秋の読書イベント補助などの活

動を行っていただく読書支援ボランティアを募

集しています。

　講師による読み聞かせの研修会も計画してい

ます。興味のある方はぜひお問い合わせください。

　仁淀川町教育委員会

　☎３５－００１９（谷平・井上）

ザックさん（写真左）とモニカさん




